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規

則

■群
馬
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
五
号

群
馬
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

群
馬
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
群

馬
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
表
一
の
項
上
欄
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
中
四
の
項
を
五
の
項
と
し
、
三
の

項
を
四
の
項
と
し
、
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三

条
例
別
表
第
一
の
十
八
の
三
の
項

に

小
規
模
建
築
物
（
階
数
が
二
以
下
で
、

規
定
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

か
つ
、
地
階
を
有
し
な
い
木
造
又
は
鉄
骨

の
現
状
変
更
等
で
別
に
規
則
で
定
め
る
も

造
の
建
築
物
で
あ
っ
て
、
建
築
面
積
（
増

の
（
当
該
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
一
の

築
又
は
改
築
に
あ
っ
て
は
、
増
築
又
は
改

市
の
区
域
内
に
存
す
る
場
合
に
限
る
。
）

築
後
の
建
築
面
積
）
が
百
二
十
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
の
も
の
を
い
う
。
）
で
二
年
以

内
の
期
間
を
限
っ
て
設
置
さ
れ
る
も
の
の

新
築
、
増
築
又
は
改
築

工
作
物
（
建
築
物
を
除
く
。
以
下
こ
の

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
若
し
く
は

改
修
（
改
修
に
あ
っ
て
は
、
設
置
の
日
か

ら
五
十
年
を
経
過
し
て
い
な
い
工
作
物
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
道
路
の
舗
装

若
し
く
は
修
繕
（
そ
れ
ぞ
れ
土
地
の
掘

削
、
盛
土
、
切
土
そ
の
他
土
地
の
形
状
の

変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）

群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十

一
年
群
馬
県
条
例
第
三
十
九
号
）
第
四
十

条
に
規
定
す
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記

念
物
の
管
理
に
必
要
な
施
設
の
設
置
又
は

改
修電

柱
、
電
線
、
ガ
ス
管
、
水
管
、
下
水

道
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
の

設
置
又
は
改
修

建
築
又
は
設
置
の
日
か
ら
五
十
年
を
経

過
し
て
い
な
い
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

の
除
却

木
竹
の
伐
採
（
名
勝
又
は
天
然
記
念
物

の
指
定
に
係
る
木
竹
に
つ
い
て
は
、
危
険

防
止
の
た
め
必
要
な
伐
採
に
限
る
。
）

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存

の
た
め
必
要
な
試
験
材
料
の
採
取

群
馬
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
動
物
の
個
体
の
保
護
若
し
く
は
生
息
状

況
の
調
査
又
は
当
該
動
物
に
よ
る
人
の
生

命
若
し
く
は
身
体
に
対
す
る
危
害
の
防
止

の
た
め
必
要
な
捕
獲
及
び
当
該
捕
獲
し
た

動
物
の
飼
育
、
当
該
捕
獲
し
た
動
物
へ
の

標
識
若
し
く
は
発
信
機
の
装
着
又
は
当
該

捕
獲
し
た
動
物
の
血
液
そ
の
他
の
組
織
の

採
取

第
四
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六

条
例
別
表
第
二
の
三
十
五
の
項

に
規

群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
（
令

定
す
る
群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
の
施
行

和
二
年
群
馬
県
規
則
第
四
十
五
号
）
に
基
づ

の
た
め
の
規
則
に
基
づ
く
申
請
又
は
届
出

き
文
化
財
に
関
し
知
事
に
提
出
さ
れ
る
申
請

等
で
規
則
で
定
め
る
も
の

又
は
届
出
等

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
表
一
の
項
の
改
正
規

定
は
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
六
号

群
馬
県
立
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
立
美
術
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
群

馬
県
条
例
第
十
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

（
用
語
）

第
二
条

こ
の
規
則
で
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
休
館
日
）

第
三
条

美
術
館
の
休
館
日
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
五

月
五
日
ま
で
の
間
及
び
八
月
十
五
日
を
含
む
週
は
、
休
館
し
な
い
。

一

月
曜
日
（
そ
の
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。
）
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
直
後
の
休
日
で
な

い
日
）
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二

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
休
館
日
を
変
更
し
、
又
は
臨
時

に
休
館
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
開
館
時
間
）

第
四
条

美
術
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
美

術
館
へ
の
入
館
時
間
は
、
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
開
館
時
間
及
び
入
館
時
間
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
観
覧
券
等
）

第
五
条

知
事
は
、
条
例
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
観
覧
料
が
納
め
ら
れ
た
と
き
は
、
観
覧
券
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
次
項
に
規
定
す
る
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

２

条
例
第
五
条
第
二
項
の
相
当
の
理
由
は
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
で
知
事
が

あ
ら
か
じ
め
認
め
た
も
の
の
提
出
に
よ
り
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
特
別
観
覧
の
承
認
等
）

第
六
条

条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
観
覧
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
者
（
次
項
に
お

い
て
「
特
別
観
覧
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
群
馬
県
立
美
術
館
特
別
観
覧
申
請
書
（
別
記
様
式

第
一
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
特
別
観
覧
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
当
該
申
請
書
の
写

し
に
承
認
印
（
別
記
様
式
第
二
号
）
を
押
し
、
こ
れ
を
特
別
観
覧
申
請
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
特
別
観
覧
料
の
額
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
と
お
り
と

す
る
。

（
施
設
等
の
使
用
の
承
認
）

第
七
条

条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
使
用
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
群
馬
県
立
美

術
館
施
設
等
使
用
承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
三
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
使
用
の
承
認
は
、
群
馬
県
立
美
術
館
施
設
等
使
用
承
認
書
（
別
記
様
式
第
四

号
）
を
当
該
申
請
を
し
た
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
使
用
料
等
）

第
八
条

条
例
別
表
第
二
の
規
則
で
定
め
る
食
堂
の
使
用
料
の
額
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

２

条
例
別
表
第
二
の
規
則
で
定
め
る
附
属
設
備
の
使
用
料
の
額
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
と
お
り

と
す
る
。

３

条
例
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
場
合
等
は
、
知
事
が

別
に
定
め
る
。

（
観
覧
料
等
の
免
除
）

第
九
条

条
例
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
観
覧
料
又
は
特
別
観
覧
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す

る
場
合
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
き
と
し
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
免
除
の
額
は
当
該
各
号
に
掲
げ

る
額
と
す
る
。

一

県
内
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
こ
れ
に
類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設

の
生
徒
並
び
に
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
定
め
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

二

県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
こ
れ
ら
に

類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
の
児
童
及
び
生
徒
を
引
率
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程

に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
定
め
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

三

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
及
び

そ
の
介
護
者
一
名
が
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
定
め
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

条
例
別
表

第
一
に
定
め
る
観
覧
料
及
び
別
表
第
一
に
定
め
る
特
別
観
覧
料
の
う
ち
知
事
が
相
当
と
認
め
る

額

２

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
観
覧

料
免
除
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
群
馬
県
立
美
術
館
観
覧
料
免
除
申
請
書
（
別
記

様
式
第
五
号
）
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
免
除
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
写

し
に
承
認
印
を
押
し
、
こ
れ
を
観
覧
料
免
除
申
請
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
遵
守
事
項
）

第
十
条

美
術
館
に
入
館
し
た
者
（
以
下
「
入
館
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

展
示
品
に
触
れ
な
い
こ
と
。

二

展
示
品
の
近
く
で
イ
ン
キ
等
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

許
可
を
受
け
な
い
で
模
写
、
模
造
、
撮
影
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

四

所
定
の
場
所
以
外
で
喫
煙
又
は
飲
食
を
行
わ
な
い
こ
と
。

五

他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
と
な
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

２

美
術
館
の
長
（
以
下
「
館
長
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
職
員
は
、
前
項
各
号
の
事
実
が
あ
る
と

認
め
た
と
き
又
は
美
術
館
の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
入
館
者
に
対
し
必
要

な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
則
）

第
十
一
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
美
術
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
の

承
認
を
得
て
、
館
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
六
条
、
第
九
条
関
係
）

区

分

特

別

観

覧

料

（

一

人

に

つ

き

）

熟

覧

一
点
一
日
に
つ
き

五
一
〇
円

模
写
・
模
造

一
点
一
日
に
つ
き

一
、
〇
三
〇
円

学
術
研
究
を
目
的
と
す
る

区

分

出
版
等
の
収
入
を
伴
う
場
合

場
合
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

撮

影

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム

五
一
〇
円

三
、
六
六
〇
円

カ

ラ

ー

一
、
〇
三
〇
円

五
、
二
三
〇
円

備
考
一

屏
風
は
、
一
双
を
一
点
と
す
る
。

び
ょ
う
ぶ

二

一
そ
ろ
い
を
な
す
巻
子
は
、
一
巻
を
一
点
と
す
る
。

三

掛
軸
は
、
一
幅
を
一
点
と
す
る
。

四

そ
の
他
の
美
術
品
及
び
資
料
は
、
各
個
を
一
点
と
す
る
。

五

撮
影
に
係
る
特
別
観
覧
料
の
徴
収
単
位
は
、
撮
影
し
た
枚
数
一
枚
ご
と
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
八
条
関
係
）

区

分

使

用

料

照
明
Ａ
セ
ッ
ト

一
回
に
つ
き

一
、
〇
三
〇
円

照

明

設

備

照
明
Ｂ
セ
ッ
ト

一
回
に
つ
き

二
、
六
一
〇
円

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
回
に
つ
き

五
、
二
三
〇
円

（
ス
ク
リ
ー
ン
を
含
む
。
）

映

写

設

備

ス
ラ
イ
ド
映
写
機
（
ス
ク
リ

一
回
に
つ
き

五
一
〇
円

ー
ン
を
含
む
。
）

音

響

設

備

音
響
装
置
一
式

一
回
に
つ
き

一
、
五
六
〇
円

備
考
一

使
用
料
の
徴
収
単
位
一
回
に
つ
き
と
は
、
四
時
間
以
内
の
使
用
と
す
る
。

二

照
明
Ａ
セ
ッ
ト
と
は
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
及
び
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
を
い
う
。

三

照
明
Ｂ
セ
ッ
ト
と
は
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
、
ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
及
び
サ
イ
ド
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
い
う
。

四

音
響
装
置
一
式
と
は
、
音
響
調
整
卓
、
コ
ン
デ
ン
サ
マ
イ
ク
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ク
、
プ
ロ
セ
ミ
ア
ム
ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
は
ね
か
え
り
用
ス
ピ
ー
カ
ー

を
い
う
。
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別記様式第１号（規格Ａ４）（第６条関係）

群馬県立美術館特別観覧申請書

年 月 日

群馬県立 美術館長あて

住 所

氏 名

（電話）

次のとおり申請します。

美 術 品 等 の 名 称 点 数 作 者 名

目 的

方 法 熟覧・模写・模造・撮影

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

料 熟 覧 点 円 計

模 写 ・ 模 造 点 円

モ ノ ク ロ ー ム 点 円

撮 影

金 カ ラ ー 点 円 円

注 １ 太枠線内のみ記入してください。

２ 寄託された美術品等又は著作権のある美術品等を特別観覧する場合は、それぞれ当該寄託者又は著作

権者の同意を得た旨の書面を添付すること。

注 承

意 認

事 印

項 欄

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２号（第６条関係、第９条関係）

承 認

年 月 日

３．５センチメートル

第 号

群 馬 県 立

美 術 館
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第３号（規格Ａ４）（第７条関係）

群馬県立 美術館施設等使用承認申請書
年 月 日

群馬県立 美術館長あて
住 所
職業・団体名
代 表 者 住 所
フ リ ガ ナ
代 表 者 氏 名
生年月日・性別 ・
（ 電 話 ）

次のとおり申請します。

使 用 施 設 講堂・茶室・研修室

照明Ａセット・照明Ｂセット
附 属 設 備 ビデオプロジェクター・スライド映写機

音響装置一式

年 月 日 時 分から 日間
使 用 日 時

年 月 日 時 分まで 時間

使 用 目 的

住 所 電 話 （ ）

使 用 責 任 者 フ リ ガ ナ 生年月日

氏 名 性 別

造作物設置の有・無 有 ・ 無 推 定 入 場 人 員 人

○ 申請に当たっては、次の内容を誓約の上、□にレを記入してください。
□ 自己又は自己の団体の役員等は、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３
年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。）、暴力団員（同条第６号に規定する暴力団
員をいう。以下同じ。）又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者（以下「暴力団
等」という。）には該当しません。

＊ 群馬県では、事業から暴力団等を排除するため、申請者に暴力団等でない旨の誓約をお願いしていま
す。また、群馬県警察本部に照会する場合があります。この様式に記載された個人情報は、本事務の目
的及び本事務から暴力団等を排除する目的以外には使用しません。

施 設 附 属 設 備 計
使 用 料

円 円 円

年度 使承第 号
年 月 日

上記により承認してよろしいか。

館 長 発議者

注 １ 太枠線内のみ記入してください。

２ 使用施設欄及び附属設備欄については、該当するものを○で囲むこと。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第４号（規格Ａ４）（第７条関係）

群馬県立 美術館施設等使用承認書

使承第 号

年 月 日

様

群馬県立 美術館長 印

次のとおり承認します。

使 用 施 設 講堂・茶室・研修室

照明Ａセット・照明Ｂセット

附 属 設 備 ビデオプロジェクター・スライド映写機

音響装置一式

年 月 日 時 分から 日間
使 用 日 時

年 月 日 時 分まで 時間

使 用 目 的 会場責任者

造作物設置の有・無 有 ・ 無 推 定 入 場 人 員 人

施 設 附 属 設 備 計

使 用 料

円 円 円

注 意 事 項
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第５号（規格Ａ４）（第９条関係）

群馬県立 美術館観覧料免除申請書

年 月 日

群馬県立 美術館長あて

住 所

学 校 名

代 表 者 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

申 請 の 理 由

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

児童及び生徒の人員 人

観 覧 人 数

引 率 者 の 人 員 人

責 任 者 氏 名

観 覧 料 円

注 太枠線内のみ記入してください。

注 承

意 認

事 印

項 欄
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群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
七
号

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
四

年
群
馬
県
条
例
第
十
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
用
語
）

第
二
条

こ
の
規
則
で
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
休
館
日
）

第
三
条

博
物
館
の
休
館
日
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
五

月
五
日
ま
で
の
間
及
び
八
月
十
五
日
を
含
む
週
は
、
休
館
し
な
い
。

一

月
曜
日
（
そ
の
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。
）
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
直
後
の
休
日
で
な

い
日
）

二

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
休
館
日
を
変
更
し
、
又
は
臨
時

に
休
館
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
開
館
時
間
）

第
四
条

博
物
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
博

物
館
へ
の
入
館
時
間
は
、
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
開
館
時
間
及
び
入
館
時
間
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
観
覧
券
等
）

第
五
条

知
事
は
、
条
例
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
観
覧
料
が
納
め
ら
れ
た
と
き
は
、
観
覧
券
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
次
項
に
規
定
す
る
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

２

条
例
第
五
条
第
二
項
の
相
当
の
理
由
は
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
で
知
事
が

あ
ら
か
じ
め
認
め
た
も
の
の
提
出
に
よ
り
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
特
別
観
覧
の
承
認
等
）

第
六
条

条
例
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
観
覧
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
群
馬
県

立
歴
史
博
物
館
特
別
観
覧
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
。
以
下
「
特
別
観
覧
申
請
書
」
と
い

う
。
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
特
別
観
覧
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
特
別
観
覧
申
請
書
の
写
し
に

承
認
印
（
別
記
様
式
第
二
号
）
を
押
し
、
こ
れ
を
当
該
申
請
を
し
た
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

３

条
例
第
六
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
特
別
観
覧
料
の
額
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

（
観
覧
料
等
の
減
免
）

第
七
条

条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
観
覧
料
又
は
特
別
観
覧
料
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る

場
合
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
き
と
し
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
免
除
の
額
は
当
該
各
号
に
掲
げ
る

額
と
す
る
。

一

県
内
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施

設
の
生
徒
並
び
に
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
に
定
め
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

二

県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
こ
れ
ら
に

類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
の
児
童
及
び
生
徒
を
引
率
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程

に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
に
定
め
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

三

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
及
び

そ
の
介
護
者
一
名
が
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
に
定
め
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

四

教
育
普
及
及
び
学
術
研
究
を
目
的
と
し
て
特
別
観
覧
す
る
と
き

別
表
に
定
め
る
特
別
観
覧

料
の
全
部
の
額

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

条
例
別
表

に
定
め
る
観
覧
料
及
び
別
表
に
定
め
る
特
別
観
覧
料
の
う
ち
知
事
が
相
当
と
認
め
る
額

２

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

観
覧
料
免
除
申
請
書
（
別
記
様
式
第
三
号
。
以
下
「
観
覧
料
免
除
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
、
同

項
第
四
号
の
特
別
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
特
別
観
覧
申
請
書
を
そ
れ
ぞ
れ
知
事

に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
免
除
の
承
認
は
観
覧
料
免
除
申
請
書
の
写
し
に
、
特
別
観
覧
料
の

免
除
の
承
認
は
特
別
観
覧
申
請
書
の
写
し
に
、
承
認
印
を
押
し
、
こ
れ
ら
の
写
し
を
そ
れ
ぞ
れ
当

該
申
請
し
た
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
遵
守
事
項
）

第
八
条

博
物
館
に
入
館
し
た
者
（
以
下
「
入
館
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

展
示
品
に
触
れ
な
い
こ
と
。

二

展
示
品
の
近
く
で
イ
ン
キ
等
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

許
可
を
受
け
な
い
で
模
写
、
模
造
、
撮
影
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

四

所
定
の
場
所
以
外
で
喫
煙
又
は
飲
食
を
し
な
い
こ
と
。

五

他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
と
な
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

２

博
物
館
の
長
（
以
下
「
館
長
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
職
員
は
、
前
項
各
号
に
違
反
す
る
者
が

あ
る
と
認
め
た
と
き
又
は
博
物
館
の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
入
館
者
に
対

し
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
博
物
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
知
事
の
承
認

を
得
て
、
館
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
六
条
関
係
）

区

分

特

別

観

覧

料

（

一

点

に

つ

き

）

熟

覧

一
、
三
〇
〇
円

模
写
・
模
造

二
、
六
二
〇
円

実
測
・
採
拓

撮

影

三
、
九
四
〇
円
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別記様式第１号（規格Ａ４）（第６条、第７条関係）

群馬県立歴史博物館特別観覧申請書

年 月 日

群馬県立歴史博物館長 あて

住 所

氏 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

資 料 名 称 点 数 備 考

目 的

方 法 熟 覧 ・ 模 写 ・ 模 造 ・ 実 測 ・ 採 拓 ・ 撮 影

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

料 熟 覧 点 円 計

模 写 ・ 模 造
１ 有料 点 円

実 測 ・ 採 拓

撮 影 点 円 円

金 ２ 無料 第７条第１項第４号又は第５号の規定により免除

注 １ 太枠線内のみ記入してください。

２ 寄託された資料又は著作権のある資料を特別観覧する場合は、それぞれ当該寄託者又は著作権者の

同意を得た旨の書面を添付すること。

注 承

意 認

事 印

項 欄

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２号（第６条関係、第７条関係）

承 認

年 月 日

３．５センチメートル

第 号

群 馬 県 立

歴 史 博 物 館
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第３号（規格Ａ４）（第７条関係）

群馬県立歴史博物館観覧料免除申請書

年 月 日

群馬県立歴史博物館長 あて

住 所

学 校 名

代 表 者 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

申 請 の 理 由

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

児童及び生徒の人員 人

観 覧 人 数

引 率 者 の 人 員 人

責 任 者 氏 名

観 覧 料 円

注 太枠線内のみ記入してください。

注 承

意 認

事 印

項 欄
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群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
八
号

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
八
年

群
馬
県
条
例
第
八
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
群
馬
県
立
自
然
史
博
物

館
の
施
設
の
う
ち
博
物
館
（
以
下
「
博
物
館
」
と
い
う
。
）
の
管
理
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
観
覧
券
等
）

第
二
条

知
事
は
、
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
観
覧
料
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
観
覧
券
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
次
項
に
規
定
す
る
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

２

条
例
第
六
条
第
二
項
の
相
当
の
理
由
は
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
で
知
事
が

あ
ら
か
じ
め
認
め
た
も
の
の
提
出
に
よ
り
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
特
別
観
覧
の
承
認
）

第
三
条

条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
観
覧
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
、
群
馬
県

立
自
然
史
博
物
館
特
別
観
覧
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
。
以
下
「
特
別
観
覧
申
請
書
」
と
い

う
。
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
特
別
観
覧
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
特
別
観
覧
申
請
書
の
写
し
に

承
認
印
（
別
記
様
式
第
二
号
）
を
押
し
、
こ
れ
を
当
該
申
請
し
た
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

（
特
別
観
覧
料
）

第
四
条

条
例
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
特
別
観
覧
料
の
額
は
、
別
表
に
掲
げ
る

と
お
り
と
す
る
。

（
施
設
の
使
用
料
等
）

第
五
条

条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
施
設
の
使
用
に
関
す
る
事
項
及
び
使
用
料
の
額
は
、
知
事
が

別
に
定
め
る
。

（
観
覧
料
等
の
減
免
）

第
六
条

条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
観
覧
料
等
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
場
合
は
次
の
各

号
に
掲
げ
る
と
き
と
し
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
免
除
の
額
は
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

県
内
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施

設
の
生
徒
並
び
に
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

二

県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
こ
れ
ら
に

類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
の
児
童
及
び
生
徒
を
引
率
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程

に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
全
部
の

額
三

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
及
び

そ
の
介
護
者
一
名
が
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

四

教
育
普
及
及
び
学
術
研
究
を
目
的
と
し
て
特
別
観
覧
を
す
る
と
き

別
表
に
規
定
す
る
特
別

観
覧
料
の
全
部
の
額

五

そ
の
他
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料

及
び
別
表
に
規
定
す
る
特
別
観
覧
料
並
び
に
条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
施
設
の
使
用
料
の
う

ち
知
事
が
相
当
と
認
め
る
額

２

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
群
馬
県
立
自
然
史
博
物

館
観
覧
料
免
除
申
請
書
（
別
記
様
式
第
三
号
。
以
下
「
観
覧
料
免
除
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
、

同
項
第
四
号
の
特
別
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
特
別
観
覧
申
請
書
を
そ
れ
ぞ
れ
知

事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
免
除
の
承
認
は
観
覧
料
免
除
申
請
書
の
写
し
に
、
特
別
観
覧
料
の

免
除
の
承
認
は
特
別
観
覧
申
請
書
の
写
し
に
、
承
認
印
を
押
し
、
こ
れ
ら
の
写
し
を
そ
れ
ぞ
れ
当

該
申
請
し
た
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
遵
守
事
項
等
）

第
七
条

博
物
館
に
入
館
し
た
者
（
以
下
「
入
館
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

指
定
さ
れ
た
展
示
品
以
外
は
、
展
示
品
に
触
れ
な
い
こ
と
。

二

展
示
品
の
近
く
で
イ
ン
キ
等
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

承
認
を
得
な
い
で
模
写
、
模
造
、
撮
影
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

四

所
定
の
場
所
以
外
で
喫
煙
又
は
飲
食
を
行
わ
な
い
こ
と
。

五

他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
と
な
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

２

博
物
館
の
長
（
以
下
「
館
長
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
職
員
は
、
前
項
各
号
の
規
定
に
違
反
す

る
入
館
者
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
又
は
博
物
館
の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該

入
館
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
八
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
博
物
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
の
承

認
を
得
て
、
館
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
四
条
関
係
）

区

分

特

別

観

覧

料

（

一

点

に

つ

き

）

熟

覧

一
、
三
〇
〇
円

模
写
、
模
造
、
実
測

二
、
六
二
〇
円

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

撮

影

三
、
九
四
〇
円



17

別記様式第１号（規格Ａ４）（第３条関係）

群馬県立自然史博物館特別観覧申請書

年 月 日

群馬県立自然史博物館長 あて

住 所

氏 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

資 料 名 称 点 数 備 考

目 的

方 法 熟 覧 ・ 模 写 ・ 模 造 ・ 実 測 ・ 撮 影

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

料 熟 覧 点 円 計

１ 有料 模 写 ・ 模 造 ・ 実 測 点 円

撮 影 点 円 円

金 ２ 無料 第６条第１項第４号又は第５号の規定により免除

注 １ 太枠線内のみ記入してください。

２ 寄託された資料又は著作権のある資料を特別観覧する場合は、それぞれ当該寄託者又は著作権者の

同意を得た旨の書面を添付すること。

注 承

意 認

事 印

項 欄

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２号（第３条関係、第６条関係）

承 認

年 月 日

３．５センチメートル

第 号

群 馬 県 立

自 然 史 博 物 館
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第３号（規格Ａ４）（第６条関係）

群馬県立自然史博物館観覧料免除申請書

年 月 日

群馬県立自然史博物館長 あて

住 所

学 校 名

代 表 者 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

申 請 の 理 由

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

児童及び生徒の人員 人

観 覧 人 数

引 率 者 の 人 員 人

責 任 者 氏 名

観 覧 料 円

注 太枠線内のみ記入してください。

注 承

意 認

事 印

項 欄
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群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
九
号

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平

成
八
年
群
馬
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

（
観
覧
券
等
）

第
二
条

知
事
は
、
条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
観
覧
料
が
納
付
さ
れ
た
と
き
は
、
観
覧
券
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
次
項
に
規
定
す
る
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。

２

条
例
第
六
条
第
二
項
の
相
当
の
理
由
は
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
で
知
事
が

あ
ら
か
じ
め
認
め
た
も
の
の
提
出
に
よ
り
、
観
覧
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
文
学
資
料
の
撮
影
等
の
承
認
）

第
三
条

条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
文
学
資
料
の
撮
影
又
は
閲
覧
等
の
承
認
を
得
よ
う

と
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
撮
影
等
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文

学
館
文
学
資
料
撮
影
申
請
書
（
別
記
様
式
第
一
号
）
又
は
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
文
学

資
料
閲
覧
等
申
請
書
（
別
記
様
式
第
二
号
）
そ
れ
ぞ
れ
正
副
二
通
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
文
学
資
料
の
撮
影
又
は
閲
覧
等
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
当
該
申

請
書
の
写
し
に
承
認
印
（
別
記
様
式
第
三
号
）
を
押
し
、
こ
れ
を
撮
影
等
申
請
者
に
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
撮
影
料
）

第
四
条

条
例
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
撮
影
料
の
額
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

（
施
設
等
の
使
用
の
承
認
）

第
五
条

条
例
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
施
設
等
の
使
用
の
承
認
を
得
よ
う
と
す
る
者
（
次

項
に
お
い
て
「
使
用
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
施
設
等
使
用

承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
正
副
二
通
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
施
設
等
の
使
用
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
副
本
に
承
認

印
を
押
し
、
こ
れ
を
使
用
申
請
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
喫
茶
室
及
び
物
品
販
売
所
の
使

用
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

（
使
用
の
変
更
又
は
取
消
し
）

第
六
条

条
例
第
八
条
第
一
項
の
承
認
を
得
た
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
承
認
を
得

た
事
項
を
変
更
し
、
又
は
使
用
の
取
消
し
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念

文
学
館
使
用
変
更
・
取
消
し
承
認
申
請
書
（
別
記
様
式
第
五
号
）
正
副
二
通
に
前
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
申
請
書
の
副
本
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
使
用
の
変
更
又
は
取
消
し
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
副

本
に
承
認
印
を
押
し
、
こ
れ
を
使
用
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
使
用
料
）

第
七
条

条
例
第
十
二
条
の
使
用
料
で
、
条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
喫
茶
室
及
び
物
品
販
売
所
の

使
用
料
の
額
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

２

条
例
第
十
二
条
の
使
用
料
で
、
条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
付
属
設
備
の
使
用
料
の
額
は
、
別

表
第
二
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

（
観
覧
料
等
の
返
還
）

第
八
条

条
例
第
十
三
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
観
覧
料
若
し
く
は
撮
影
料
又
は
使
用
料
（
以

下
「
観
覧
料
等
」
と
い
う
。
）
の
返
還
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文

学
館
観
覧
料
等
返
還
申
請
書
（
別
記
様
式
第
六
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
観
覧
料
等
の
減
免
）

第
九
条

条
例
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
観
覧
料
等
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
場
合
は
次
の

各
号
に
掲
げ
る
と
き
と
し
、
そ
の
場
合
に
お
け
る
免
除
の
額
は
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

一

県
内
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施

設
の
生
徒
並
び
に
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

二

県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
こ
れ
ら
に

類
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
の
児
童
及
び
生
徒
を
引
率
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
教
育
課
程

に
基
づ
く
教
育
活
動
と
し
て
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
全
部
の

額
三

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
及
び

そ
の
介
護
者
一
名
が
観
覧
す
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料
の
全
部
の
額

四

そ
の
他
知
事
が
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

条
例
別
表
第
一
に
規
定
す
る
観
覧
料

及
び
別
表
第
一
に
掲
げ
る
撮
影
料
並
び
に
条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
使
用
料
の
う
ち
、
知
事

が
相
当
と
認
め
る
額

２

前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
観
覧
料
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
免
除

申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
観
覧
料
免
除
申
請
書

（
別
記
様
式
第
七
号
）
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
観
覧
料
の
免
除
の
承
認
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
当
該
申
請
書
の
写
し
に

承
認
印
を
押
し
、
こ
れ
を
免
除
申
請
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
休
館
日
）

第
十
条

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
以
下
「
文
学
館
」
と
い
う
。
）
の
休
館
日
は
、
次
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の
間
及
び
八
月
十
五
日

を
含
む
週
は
、
休
館
し
な
い
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

一

火
曜
日
（
そ
の
日
が
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）

に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。
）
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
直
後
の
休
日
で
な

い
日
）

二

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
一
月
三
日
ま
で

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
休
館
日
を
変
更
し
、
又
は
臨
時

に
休
館
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
開
館
時
間
）

第
十
一
条

文
学
館
の
開
館
時
間
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
開
館
時
間
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

常
設
展
示
室
、
特
別
展
示
室
及
び
企
画
展
示
室

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。

た
だ
し
、
入
室
時
間
は
、
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。

二

閲
覧
室

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

２

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
開
館
時
間
及
び
入
室
時
間
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
遵
守
事
項
）

第
十
二
条

文
学
館
に
入
館
し
た
者
（
以
下
「
入
館
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

展
示
品
に
触
れ
な
い
こ
と
。

二

展
示
品
の
近
く
で
イ
ン
キ
等
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

承
認
を
得
な
い
で
模
写
、
模
造
、
撮
影
、
閲
覧
等
を
行
わ
な
い
こ
と
。

四

所
定
の
場
所
以
外
で
喫
煙
又
は
飲
食
を
行
わ
な
い
こ
と
。

五

他
人
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
迷
惑
と
な
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

（
指
示
）

第
十
三
条

文
学
館
の
長
（
以
下
「
館
長
」
と
い
う
。
）
は
、
入
館
者
に
対
し
て
文
学
館
の
管
理
及

び
使
用
上
必
要
な
指
示
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
り
）

第
十
四
条

使
用
者
は
、
館
長
が
文
学
館
の
管
理
の
た
め
、
そ
の
使
用
に
係
る
施
設
に
立
ち
入
る
場

合
に
は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
施
設
の
損
傷
等
の
届
出
）

第
十
五
条

使
用
者
は
、
そ
の
使
用
中
に
施
設
又
は
付
属
設
備
が
損
傷
し
、
又
は
滅
失
し
た
と
き
は
、

直
ち
に
そ
の
旨
を
館
長
に
届
け
出
て
、
そ
の
指
示
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
十
六
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文
学
館
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
の

承
認
を
得
て
、
館
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
場
合

出
版
等
の
収
入
を
伴
う
場
合

区

分

（

一

点

に

つ

き

）

（

一

点

に

つ

き

）

撮

影

四
三
○
円

四
、
九
二
○
円

注
一

原
稿
、
墨
書
及
び
絵
画
は
、
一
葉
を
一
点
と
す
る
。

二

そ
の
他
の
文
学
資
料
は
、
各
個
を
一
点
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
七
条
関
係
）

区

分

単
位

使

用

料

移
動
型
展
示
ロ
ー
ケ
ー
ス

一
台

一
一
〇
円

企
画
展
示
室

移
動
型
展
示
シ
ス
テ
ム
ケ
ー
ス

一
台

一
一
〇
円

音
響
装
置

一
式

一
、
五
九
〇
円

ポ
ー
タ
ブ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

一
台

五
二
〇
円

ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
コ
ン
バ
ー
タ
ー

一
台

五
二
〇
円

研

修

室

十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
コ
ン
バ
ー
タ
ー

一
台

五
二
〇
円

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
デ
ッ
キ

一
台

五
二
〇
円

ス
ク
リ
ー
ン
用
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

一
台

五
二
〇
円

テ
レ
ビ
用
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

一
台

五
二
〇
円

和

室

電
気
炉

一
台

五
二
〇
円

注

使
用
料
の
額
は
、
午
前
（
九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
）
、
午
後
（
十
三
時
か
ら

十
七
時
ま
で
）
又
は
夜
間
（
十
七
時
か
ら
二
十
一
時
ま
で
）
そ
れ
ぞ
れ
一
回
の
使
用
に
つ
き
納

付
す
る
額
と
す
る
。
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別記様式第１号（規格Ａ４）（第３条関係）

群馬県立土屋文明記念文学館文学資料撮影申請書

年 月 日

群馬県立土屋文明記念文学館長 あて

住 所

氏 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

文 学 資 料 の 名 称 点 数 作 者 名

目 的

方 法 写真・ビデオ・映画

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

料 写 真 点 円 計

ビ デ オ 点 円

金 映 画 点 円

注 １ 太枠線内のみ記入してください。

２ 寄託された文学資料又は著作権のある文学資料を撮影する場合は、それぞれ当該寄託者又は著作権者

の同意を得た旨の書面を添付すること。

注 承

意 認

事 印

項 欄

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２号（規格Ａ４）（第３条関係）

群馬県立土屋文明記念文学館文学資料閲覧等申請書

年 月 日

群馬県立土屋文明記念文学館長 あて

住 所

氏 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

文 学 資 料 の 名 称 点 数 作 者 名

目 的

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

注 太枠線内のみ記入してください。

注 承

意 認

事 印

項 欄
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第３号（第３条関係、第５条関係、第６条関係、第９条関係）

承 認

年 月 日

３．５センチメートル

第 号

群 馬 県 立

土屋文明記念文学館
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第４号（規格Ａ４）（第５条関係）

群馬県立土屋文明記念文学館施設等使用承認申請書
年 月 日

群馬県立土屋文明記念文学館長 あて
住 所
団 体 名
代 表 者 住 所
フ リ ガ ナ
代 表 者 氏 名
生年月日・性別 ・
（ 電 話 ）

次のとおり申請します。

使 用 施 設 企画展示室、研修室（第一・第二・第三）、和室

①移動型展示ローケース ②移動型展示システムケース ③音響装置
④ポータブルプロジェクター ⑤スライドフィルムビデオコンバーター

附 属 設 備
⑥１６ミリフィルムビデオコンバーター ⑦レーザーディスクデッキ
⑧スクリーン用ビデオデッキ ⑨テレビ用ビデオデッキ ⑩電気炉

年 月 日 時 分から 午前・午後
使 用 日 時

年 月 日 時 分まで 夜間・一日

使 用 目 的 使用人員

住 所 電 話 （ ）

使 用 責 任 者 フ リ ガ ナ 生年月日

氏 名 性 別

造 作 物 等 設 置 の 有 無 有 ・ 無

○ 申請に当たっては、次の内容を誓約の上、□にレを記入してください。
□ 自己又は自己の団体の役員等は、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３
年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。）、暴力団員（同条第６号に規定する暴力団
員をいう。以下同じ。）又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者（以下「暴力団
等」という。）には該当しません。

＊ 群馬県では、事業から暴力団等を排除するため、申請者に暴力団等でない旨の誓約をお願いしていま
す。また、群馬県警察本部に照会する場合があります。この様式に記載された個人情報は、本事務の目
的及び本事務から暴力団等を排除する目的以外には使用しません。

施 設 附 属 設 備 計
使 用 料

円 円 円

使承第 号
年 月 日

上記のとおり承認してよろしいか。

館 長 発議者

注１ 太枠線内のみ記入してください。
２ 使用施設欄及び附属設備欄は、該当するものを○で囲んでください。
３ 午前とは９時３０分から１２時３０分まで、午後とは１３時から１７時まで、夜間とは１７時から２１
時まで、一日とは９時３０分から２１時までをいいます（企画展示室は１７時まで）。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第５号（規格Ａ４）（第６条関係）

群馬県立土屋文明記念文学館使用変更・取消し承認申請書

年 月 日

群馬県立土屋文明記念文学館長 あて

住 所

団 体 名

代 表 者 住 所

フ リ ガ ナ

代 表 者 氏 名

生年月日・性別 ・

（ 電 話 ）

次のとおり変更・取消しをしたいので承認してください。

使用承認年月日 年 月 日

変 更 前 変 更 後 ・ 取 消 し

使 用 日 年 月 日 年 月 日

変更又は取消しの 使用施設等

内 容 取消し

午前・午後 午前・午後
時 間

夜間・一日 夜間・一日

そ の 他

変更又は取消しの

理 由

使変承第 号
年 月 日

上記のとおり承認してよろしいか。

館 長 発議者

注１ 太枠線内のみ記入してください。

２ 群馬県立土屋文明記念文学館施設等使用承認申請書（承認済みのもの）を添付してください。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第６号（規格Ａ４）（第８条関係）

群馬県立土屋文明記念文学館観覧料等返還申請書

年 月 日

群馬県立土屋文明記念文学館長 あて

住 所

団 体 名

代 表 者 住 所

フ リ ガ ナ

代 表 者 氏 名 印

生年月日・性別 ・

（ 電 話 ）

次のとおり観覧料等を返還してください。

円

ただし、 年 月 日納付した群馬県立土屋文明記念文学館観覧料若しくは撮影料又は使用料

の返還金

返

還

申

請

の

理

由

返
還 銀行 支店
金
受

（普）
取 口座番号

（当）
金

隔 地 払
融
機 名義人
関

注 次のうち該当するものを添付してください。

１ 観覧券

２ 群馬県立土屋文明記念文学館文学資料撮影申請書（承認済みのもの）

３ 群馬県立土屋文明記念文学館施設等使用承認申請書（承認済みのもの）

４ 群馬県立土屋文明記念文学館施設等使用変更・取消し申請書（承認済みのもの）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第７号（規格Ａ４）（第９条関係）

群馬県立土屋文明記念文学館観覧料免除申請書

年 月 日

群馬県立土屋文明記念文学館長 あて

住 所

学 校 名

氏 名

（電話／ＦＡＸ）

次のとおり申請します。

申請の理由

時 分から
観 覧 日 時 年 月 日

時 分まで

児 童 及 び 生 徒 の 人 員 人

観 覧 人 数

引 率 者 の 人 員 人

責任者氏名

観 覧 料 円

注 太枠線内のみ記入してください。

注 承

意 認

事 印

項 欄
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群
馬
県
立
美
術
館
の
特
別
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
号

群
馬
県
立
美
術
館
の
特
別
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

群
馬
県
立
美
術
館
の
特
別
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
群
馬
県
規
則
第
八
十
五

号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
特
別
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
一
号

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
特
別
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
特
別
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
群
馬
県
規
則
第
六
十

三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
二
号

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止

す
る
規
則

群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
の
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
八
年

群
馬
県
規
則
第
七
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
の
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
を
廃

止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
三
号

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
の
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則

を
廃
止
す
る
規
則

群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
の
特
別
の
企
画
に
よ
る
展
示
の
観
覧
料
等
に
関
す
る
規
則
（
平

成
八
年
群
馬
県
規
則
第
六
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

社
会
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
無
料
低
額
宿
泊
所
の
届
出
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
四
号

社
会
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
無
料
低
額
宿
泊
所
の
届
出
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
六
十
八
条
の
二
か
ら
第
六
十
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
無
料
低
額
宿
泊
所
の
開
始
の
届
出
）

第
二
条

法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
（
無
料
低
額
宿
泊

所
）
開
始
届
（
別
記
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
無
料
低
額
宿
泊
所
の
変
更
の
届
出
）

第
三
条

法
第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
社
会
福
祉
住
居
施
設
を
設
置
す
る
第
二
種
社

会
福
祉
事
業
の
休
止
又
は
再
開
の
届
出
を
除
く
。
）
は
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
（
無
料
低
額
宿

泊
所
）
変
更
届
（
別
記
様
式
第
二
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
無
料
低
額
宿
泊
所
の
休
止
又
は
再
開
の
届
出
）

第
四
条

法
第
六
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
社
会
福
祉
住
居
施
設
を
設
置
す
る
第
二
種
社

会
福
祉
事
業
の
休
止
又
は
再
開
の
届
出
に
限
る
。
）
は
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
（
無
料
低
額
宿

泊
所
）
変
更
届
（
休
止
・
再
開
）
（
別
記
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
無
料
低
額
宿
泊
所
の
廃
止
の
届
出
）

第
五
条

法
第
六
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
（
無
料
低
額
宿
泊

所
）
廃
止
届
（
別
記
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
第
二
条
に
規
定
す
る
届
出
に
つ

い
て
は
、
別
記
様
式
第
一
号
中

「別
添

８
－
４

事
業

開
始
時

に
お

け
る
契

約
書

（金
銭

管
理

）
（金

銭
管

理
を

実
施

す
る

場
合

の
み

）

別
添

９
サ

テ
ラ

イ
ト

型
住

居
の

名
称

建
物

そ
の

他
の

設
備

の
規

模
及
び

構
造

福
、

、
祉

サ
ビ
ス

を
必

要
と

す
る

者
に

対
す

る
処
遇

の
方

法

」

ー

と
あ
る
の
は
、

「別
添

８
－
４

事
業

開
始
時

に
お

け
る
契

約
書

（金
銭

管
理

）
（金

銭
管

理
を

実
施

す
る

場
合

の
み

）

」

と
す
る
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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別記様式第１号（規格Ａ４）（第２条関係）

第二種社会福祉事業（無料低額宿泊所）開始届
年 月 日

群馬県知事 あて
（施設設置者）
所在地
名称
代表者 印

社会福祉住居施設を設置する第二種社会福祉事業を開始するに当たり、社会福祉法第６８条の２の規定によ
り、関係書類を添えて次のとおり届け出ます。

１ 施設の名称及び種類

フリガナ
施設の名称
施設の所在地 〒 －

ビルの名称等
連絡先 電話番号 ＦＡＸ番号

E-mail
種類 社会福祉法第２条第３項第８号に規定する事業（無料低額宿泊所）

２ 設置者の氏名又は名称、住所、経歴及び資産状況

法人等の名称
主たる事業所の所在地 〒 －

ビルの名称等
連絡先 電話番号 ＦＡＸ番号

E-mail
届出時における法人等 別添１のとおり
の経歴・資産状況
代表者 職名 氏名

３ 条例、定款その他の基本約款

届出時における法人の定款等 別添２のとおり
当該事業の実施を規定している条項 第 条

４ 建物その他の設備の規模及び構造

利用定員 名
構造 造 階建

（うち当該施設として使用する部分 階部分の 全部・一部）
敷地面積 ㎡
総床面積 ㎡

（うち当該施設に使用する部分 専用 ㎡、共用 ㎡）
建築年月日 年 月竣工
建物の平面図 別添３のとおり
当該事業に使用する設備の有無 □居室（詳細は別添４のとおり） □炊事設備 □洗面所
（有する設備にþ） □便所 □浴室 □洗濯室又は洗濯場 □共用室 □相談室

□食堂 □その他（ ）
土地及び建物の使用に関する権利 別添５のとおり

５ 事業開始の年月日
年 月 日

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

６ 施設の管理者及び実務を担当する幹部職員の氏名及び経歴

施設の管理者（施設長） 職名 氏名
フリガナ

（経歴は別添６のとおり）

幹部職員（施設長とは別に幹部職員 職名 氏名
フリガナ

を配置する場合のみ記載する。） （経歴は別添６のとおり）

７ 福祉サービスを必要とする者に対する処遇の方法

運営の方針

処遇に関すること 別添７のとおり
運営規程等 別添８のとおり

（添付書類）
別添１－１ 届出時における法人の登記簿謄本（履歴事項全部証明書）
別添１－２ 届出年度前３年度分の事業報告・決算書類
別添１－３ 届出時における役員等名簿
別添１－４ 代表者誓約書
別添２ 届出時における法人の定款
別添３ 平面図（各部屋の広さや長さが分かる図面）
別添４ 居室面積・使用料（家賃）一覧
別添５ 登記簿謄本、借地契約書、建物賃貸借契約書等（土地・建物の権利関係を明らかにする書類）
別添６ 経歴申告書
別添７ 入居者に対する処遇に関する項目
別添８－１ 運営規程
別添８－２ 金銭管理規程（金銭管理を実施する場合のみ）
別添８－３ 事業開始時における契約書（居室利用・サービス利用）・重要事項説明書
別添８－４ 事業開始時における契約書（金銭管理）（金銭管理を実施する場合のみ）
別添９ サテライト型住居の名称、建物その他の設備の規模及び構造、福祉サービスを必要とする者に

対する処遇の方法

（その他、必要に応じて添付が必要となる書類）
・ 配置図（建物の配置や敷地との位置関係が分かる図面）
・ 案内図（最寄駅から事業所までの地図）
・ 設備・備品等一覧、写真
・ 建築基準法関係規定の対応状況が確認できるもの（建築確認済証、検査済証、建築基準担当部署の直近

の指導状況等）
・ 消防法関係規定の対応状況が確認できるもの（直近の消防用設備等点検結果報告書、消防法関係の各種

届出書、消防担当部署の直近の指導状況等)
・ 消防法に基づく防火対象物使用開始届書
・ 資格証、研修修了証、実務経験証明書
・ 損害賠償責任保険証書
・ 改善計画書

（注）
・当届出書は、事業開始の日から１か月以内に届け出ること。ただし、国、都道府県、市町村及び社会福祉
法人以外が事業を開始する場合には、事業開始の日前に届出が必要になるので注意すること。

・別添１－３、１－４、４、６及び７については、知事が別に定める様式により作成すること。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２号（規格Ａ４）（第３条関係）

第二種社会福祉事業（無料低額宿泊所）変更届

年 月 日
群馬県知事 あて

（施設設置者）
所在地
名称
代表者 印

このたび社会福祉住居施設を設置する第二種社会福祉事業について、届出事項を変更（ する した ）た
め、社会福祉法第６８条の３の規定により、関係書類を添えて次のとおり届け出ます。

１ 事業所（無料低額宿泊所）の名称

２ 変更事項 （該当する項目に〇）
①建物その他の設備の規模及び構造

②事業開始の年月日

③福祉サービスを必要とする者に対する処遇の方法

④施設の名称及び種類

⑤設置者の氏名又は名称、住所、経歴及び資産状況

⑥条例、定款その他の基本約款

⑦施設の管理者及び実務を担当する幹部職員の氏名及び経歴

３ 変更の内容 ※添付書類 □あり □なし

４ 変更の事由

５ 変更年月日 年 月 日

添付書類
・
・

（注）当届出書は、変更後１か月以内に届け出ること。ただし、国、都道府県、市町村及び社会福祉法人以外
の者が２①～③を変更する場合には、変更する前に届出が必要になるので注意すること。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第３号（規格Ａ４）（第４条関係）

第二種社会福祉事業（無料低額宿泊所）変更届（休止・再開）

年 月 日

群馬県知事 あて

（施設設置者）

所在地

名称

代表者 印

このたび社会福祉住居施設を設置する第二種社会福祉事業について、休止又は再開をするため、社会福祉法

第６８条の３の規定により、関係書類を添えて次のとおり届け出ます。

１ 事業所（無料低額宿泊所）の名称

２ 変更事項（該当する項目に〇） （ 休止 ・ 再開 ）

３ 変更の事由

４ 変更年月日 年 月 日

５ 変更に係る連絡事項

添付書類

・
・

（注）当届出書は、休止又は廃止後１か月以内に届け出ること。ただし、国、都道府県、市町村及び社会福祉

法人以外の者は、休止又は廃止する前に届出が必要になるので注意すること。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第４号（規格Ａ４）（第５条関係）

第二種社会福祉事業（無料低額宿泊所）廃止届

年 月 日

群馬県知事 あて

（施設設置者）

所在地

名称

代表者 印

このたび社会福祉住居施設を設置する第二種社会福祉事業を廃止したため、社会福祉法第６８条の４の規定

により、関係書類を添えて次のとおり届け出ます。

１ 廃止する事業所（無料低額宿泊所）の名称

２ 廃止年月日 年 月 日

３ 廃止の事由

４ 廃止に係る連絡事項

添付書類

・
・

（注）当届出書は、廃止の日から１か月以内に届け出ること。
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群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
五
号

群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

県
指
定
重
要
文
化
財
（
第
三
条
―
第
十
三
条
）

第
三
章

県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
（
第
十
四
条
―
第
十
七
条
）

第
四
章

県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
・
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
（
第
十
八
条
・
第
十

九
条
）

第
五
章

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
第
二
十
条
―
第
二
十
四
条
）

第
六
章

県
選
定
保
存
技
術
（
第
二
十
五
条
）

第
七
章

埋
蔵
文
化
財
（
第
二
十
六
条
―
第
二
十
九
条
）

第
八
章

雑
則
（
第
三
十
条
・
第
三
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
群
馬
県
条
例
第
三
十
九
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
の
本
則
で
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

第
二
章

県
指
定
重
要
文
化
財

（
指
定
の
申
請
）

第
三
条

条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
申
請
書
に
、
所
有
者
及
び
権
限
に
基
づ
く
占
有
者
の
同
意
書
（
別

記
様
式
第
二
号
）
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
書
）

第
四
条

条
例
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
指
定
書
は
、
別
記
様
式
第
三
号
の
と
お
り
と
す
る
。

（
指
定
書
の
再
交
付
）

第
五
条

指
定
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
指
定
書
を
亡
失
し
、
盗
み
取
ら
れ
、
滅
失
し
、
又

は
毀
損
し
た
と
き
は
、
指
定
書
等
再
交
付
申
請
書
（
別
記
様
式
第
四
号
）
を
知
事
に
提
出
し
、
指

定
書
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

亡
失
し
、
又
は
盗
み
取
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
指
定
書
の
再
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
亡
失
し
、

又
は
盗
み
取
ら
れ
た
指
定
書
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
指
定
書
を

知
事
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
管
理
責
任
者
選
任
等
の
届
出
）

第
六
条

条
例
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
責
任
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
は
、
管
理
責

任
者
選
任
等
届
（
別
記
様
式
第
五
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
所
有
者
変
更
等
の
届
出
）

第
七
条

条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
所
有
者
の
変
更
の
届
出
は
所
有
者
変
更
届
（
別
記
様

式
第
六
号
）
に
よ
る
も
の
と
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
の

変
更
の
届
出
は
所
有
者
氏
名
等
変
更
届
（
別
記
様
式
第
七
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
滅
失
等
の
届
出
）

第
八
条

条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
滅
失
、
毀
損
、
亡
失
等
の
届
出
は
、
滅
失
等
届
（
別
記
様

式
第
八
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
所
在
場
所
変
更
の
届
出
）

第
九
条

条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
所
在
の
場
所
の
変
更
の
届
出
は
、
所
在
場
所
変
更
届
（
別

記
様
式
第
九
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
所
在
の
場
所
の
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
場
合
等
）

第
十
条

条
例
第
十
二
条
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
届
出
を
要
し
な
い
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
と

お
り
と
す
る
。

一

条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
を
受
け
て
管
理
又
は
修
理
の
た
め
に
所
在
の

場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二

条
例
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
基
づ
い
て
す
る
措
置
又
は
修
理

の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
行
う
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

四

条
例
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
行
う
修
理
の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五

条
例
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
基
づ
い
て
す
る
出
品
又
は
公
開

の
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

六

条
例
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
て
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
又
は
前
各
号
に

掲
げ
る
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
、
変
更
前
の
場
所
に
復
す
る
た
め
に
所
在
の
場
所
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
。

２

条
例
第
十
二
条
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
所
在
の
場
所
を
変
更
し
た
後
届
け
出
る
こ
と
を
も

っ
て
足
り
る
場
合
は
、
火
災
、
震
災
等
の
災
害
に
際
し
所
在
の
場
所
を
変
更
す
る
場
合
そ
の
他
所

在
の
場
所
を
変
更
す
る
に
つ
い
て
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
と
す
る
。

（
現
状
変
更
等
の
許
可
申
請
等
）

第
十
一
条

条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
又
は
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為

（
以
下
「
現
状
変
更
等
」
と
い
う
。
）
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
状
変
更
等
許
可
申

請
書
（
別
記
様
式
第
十
号
）
を
当
該
現
状
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る
日
前
三
十
日
ま
で
に
、
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

現
状
変
更
等
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
現
状
変
更
等
を
終
了
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
、
現
状
変
更
等
終
了
届
（
別
記
様
式
第
十
一
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
維
持
の
措
置
の
範
囲
）

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

第
十
二
条

条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
維
持
の
措
置
の
範
囲
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お

り
と
す
る
。

一

県
指
定
重
要
文
化
財
が
毀
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
価
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

な
く
、
当
該
県
指
定
重
要
文
化
財
を
そ
の
指
定
当
時
の
原
状
（
指
定
後
に
お
い
て
現
状
変
更
等

の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
現
状
変
更
等
後
の
原
状
）
に
復
す
る
と
き
。

二

県
指
定
重
要
文
化
財
が
毀
損
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
毀
損
の
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
応
急
の
措
置
を
す
る
と
き
。

（
修
理
の
届
出
）

第
十
三
条

条
例
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
理
の
届
出
は
、
修
理
届
（
別
記
様
式
第
十
二

号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

県
指
定
重
要
無
形
文
化
財

（
指
定
の
申
請
）

第
十
四
条

条
例
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
申
請
書
に
よ
り
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
認
定
書
）

第
十
五
条

知
事
は
、
条
例
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持

者
又
は
保
持
団
体
を
認
定
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
追
加
認
定
を
含
む
。
）
し
た
と
き
は
、

当
該
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
に
認
定
書
（
別
記
様
式
第
十
四
号
）
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

認
定
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
書
を
亡
失
し
、
盗
み
取
ら
れ
、
滅
失
し
、
又
は
毀

損
し
た
と
き
は
、
指
定
書
等
再
交
付
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
、
認
定
書
の
再
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

３

県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
又
は
保
持
団
体
の
代
表
者
で
あ
っ
た
者
は
、
条
例
第
二
十

四
条
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
、
又
は
保
持
団
体
が
解
散
し
た
と

き
は
、
速
や
か
に
、
認
定
書
を
知
事
に
返
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
持
者
に
関
し
届
出
を
要
す
る
理
由
）

第
十
六
条

条
例
第
二
十
五
条
前
段
の
規
則
で
定
め
る
理
由
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

保
持
者
の
芸
名
又
は
雅
号
の
変
更

二

保
持
者
に
つ
い
て
、
そ
の
保
持
す
る
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
程

度
の
心
身
の
故
障

（
保
持
者
氏
名
等
変
更
の
届
出
）

第
十
七
条

条
例
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
保
持
者
の
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
、
死
亡
又
は

前
条
の
理
由
に
該
当
し
た
と
き
の
届
出
は
、
保
持
者
氏
名
等
変
更
届
（
別
記
様
式
第
十
五
号
）
に

よ
る
も
の
と
し
、
保
持
団
体
の
名
称
、
事
務
所
の
所
在
地
若
し
く
は
代
表
者
の
変
更
、
構
成
員
の

異
動
又
は
解
散
の
届
出
は
、
保
持
団
体
名
称
等
変
更
届
（
別
記
様
式
第
十
六
号
）
に
よ
る
も
の
と

す
る
。第

四
章

県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
・
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

（
現
状
変
更
の
届
出
）

第
十
八
条

条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
現
状
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
現
状

変
更
届
（
別
記
様
式
第
十
七
号
）
を
当
該
現
状
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る
日
前
十
五
日
ま
で
に
、

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
十
九
条

第
三
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
三
条
の
規
定
は
、
県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
四
条
の
規
定
は
、
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
章

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

（
指
定
の
申
請
）

第
二
十
条

条
例
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
申
請
書
に
、
所
有
者
及
び
権
限
に
基
づ
く
占

有
者
の
同
意
書
を
添
え
て
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
標
識
等
の
設
置
基
準
等
）

第
二
十
一
条

条
例
第
四
十
条
の
規
則
で
定
め
る
標
識
の
設
置
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と

す
る
。

一

材
料
は
石
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
金
属
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

木
材
そ
の
他
の
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

標
識
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
彫
り
、
又
は
記
載
す
る
こ
と
。

イ

群
馬
県
指
定
史
跡
、
群
馬
県
指
定
名
勝
又
は
群
馬
県
指
定
天
然
記
念
物
の
別
及
び
そ
の
名

称
ロ

群
馬
県
知
事
の
文
字

ハ

指
定
年
月
日

ニ

標
識
の
建
設
年
月
日

２

条
例
第
四
十
条
の
規
則
で
定
め
る
説
明
板
の
設
置
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

説
明
板
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
平
易
な
表
現
を
用
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

イ

群
馬
県
指
定
史
跡
、
群
馬
県
指
定
名
勝
又
は
群
馬
県
指
定
天
然
記
念
物
の
別
及
び
そ
の
名

称
ロ

指
定
年
月
日

ハ

説
明
事
項

ニ

保
存
上
注
意
す
べ
き
事
項

ホ

そ
の
他
所
在
、
地
番
等
参
考
と
な
る
事
項

二

説
明
板
に
は
、
指
定
に
係
る
地
域
を
示
す
図
面
を
掲
げ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
域
の
定
め
が

な
い
場
合
そ
の
他
特
に
地
域
を
示
す
必
要
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

３

条
例
第
四
十
条
の
規
則
で
定
め
る
境
界
標
の
設
置
の
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

石
造
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角
の
四
角
柱
と
し
、
地
表
か
ら
の
高

さ
は
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

二

境
界
標
の
上
面
に
は
指
定
地
域
の
境
界
の
方
向
を
示
す
方
向
指
示
線
を
、
側
面
に
は
文
化
財

境
界
及
び
群
馬
県
の
文
字
を
彫
る
こ
と
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
標
識
、
説
明
板
、
境
界
標
、
囲
さ
く
そ
の
他
の
施
設
（
次
項

に
お
い
て
「
標
識
等
」
と
い
う
。
）
は
、
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
管
理
に
必
要
な
程
度

に
お
い
て
、
環
境
に
調
和
す
る
よ
う
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
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５

条
例
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
標
識
等
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
標
識
等
の
設
計
仕

様
書
、
設
計
図
（
説
明
板
の
設
置
の
場
合
は
、
そ
の
記
載
事
項
を
含
む
。
）
及
び
設
置
位
置
を
示

す
図
面
を
添
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
、
そ
の
旨
並
び
に
当
該
工
事
及
び
終
了
の
予
定
時
期
を

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
の
所
在
等
の
異
動
の
届
出
）

第
二
十
二
条

条
例
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
又
は
地
積
の
異
動
の

届
出
は
、
土
地
の
所
在
等
異
動
届
（
別
記
様
式
第
十
九
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
維
持
の
措
置
の
範
囲
）

第
二
十
三
条

条
例
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
維

持
の
措
置
の
範
囲
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
毀
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
価

値
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
当
該
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
を
そ
の
指
定
当
時
の
原
状

（
指
定
後
に
お
い
て
現
状
変
更
等
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
現
状
変
更
等
後

の
現
状
）
に
復
す
る
と
き
。

二

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
が
毀
損
し
、
又
は
衰
亡
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
毀

損
又
は
衰
亡
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
応
急
の
措
置
を
す
る
と
き
。

三

県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
一
部
が
毀
損
し
、
又
は
衰
亡
し
、
か
つ
、
当
該
部
分
の
復

旧
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
分
を
除
去
す
る
と
き
。

（
準
用
規
定
）

第
二
十
四
条

第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
一
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
は
、
県
指
定
史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
章

県
選
定
保
存
技
術

（
準
用
規
定
）

第
二
十
五
条

第
十
四
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
県
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
章

埋
蔵
文
化
財

（
埋
蔵
文
化
財
評
価
委
員
会
）

第
二
十
六
条

条
例
第
四
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
報
償
金
の
額
の
決
定
そ
の
他
出
土
し
た
文
化
財

（
以
下
「
出
土
品
」
と
い
う
。
）
の
評
価
を
行
う
た
め
、
群
馬
県
に
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
評
価
委

員
会
（
以
下
「
評
価
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

２

知
事
は
、
出
土
品
の
評
価
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
評
価
委
員
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

評
価
委
員
会
は
、
当
該
出
土
品
に
つ
い
て
専
門
知
識
を
有
す
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
評
価
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

（
譲
与
等
）

第
二
十
七
条

条
例
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
譲
与
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
譲
与
若
し
く
は
譲
渡
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
に
よ
り
知
事
に
申
請
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
地
の
発
掘
に
係
る
届
出
、
指
示
、
命
令
等
）

第
二
十
八
条

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
の
た
め
の
発
掘
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
二

十
一
号
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
九
十
三
条
第
一
項
又
は
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に

お
い
て
土
木
工
事
等
の
た
め
の
発
掘
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
り

届
出
又
は
通
知
を
知
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
九
十
六
条
第
一
項
又
は
第
九
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
た
な
遺
跡
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
発
見
し
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
三
号
に
よ
り
届
出
又
は
通
知
を
知
事
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
百
八
十
四
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
行

う
こ
と
と
な
る
事
務
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

（
埋
蔵
物
の
発
見
に
係
る
届
出
等
）

第
二
十
九
条

埋
蔵
物
を
発
見
し
た
者
は
、
遺
失
物
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
埋
蔵
物
を
警
察
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

警
察
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
埋
蔵
物
が
文
化
財
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

直
ち
に
別
記
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
り
当
該
埋
蔵
物
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
所
有
者
の
判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
埋
蔵
物
を
鑑
査
し
、
文
化
財
と
認
め
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
五
号
に

よ
り
警
察
署
長
及
び
発
見
者
並
び
に
土
地
所
有
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
章

雑
則

（
台
帳
）

第
三
十
条

知
事
は
、
県
指
定
の
文
化
財
及
び
県
選
定
の
保
存
技
術
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
記

載
し
た
台
帳
を
備
え
て
置
く
も
の
と
す
る
。

（
指
定
等
の
基
準
）

第
三
十
一
条

条
例
及
び
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
指
定
、
認
定
及
び
選
定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

別
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
令
和
二

年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
九
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
群
馬
県
文
化
財
保
護
条
例
施
行
規
則

（
昭
和
五
十
一
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
申
請
、

届
出
、
交
付
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
り
な
さ
れ
た
申
請
、
届
出
、
交
付

そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。
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別記様式第１号（第３条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
申請者

氏 名 印

群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財）指定申請書

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財）の指定を受けたいので、申請しま

す。

１ 名称及び員数

２ 所在の場所

３ 所有者の氏名又は名称及び住所

４ 占有者の氏名又は名称及び住所

５ 寸法重量又は材質（建造物は、構造及び形式）

６ 製作年代又は時代

７ 製作者名

８ 由来及び沿革

９ 現状

10 その他参考となる事項

添付書類

１ 有形文化財の最近の写真（キャビネ版）又は平面実測図

２ 位置図

３ 所在する土地の登記所に備えられた地図の写し

４ 有形文化財に関する文献その他参考となる資料

５ 所有者及び権限に基づく占有者の同意書

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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別記様式第２号（第３条、第２０条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
申請者

氏 名 印

同意書

私の所有（占有）する下記の物件を群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財・群馬県指定

史跡・群馬県指定名勝・群馬県指定天然記念物）に指定することに同意します。

記

１ 名称及び員数

２ 物件の所在地

３ 指定の区域

４ その他参考となる事項
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
別
記
様
式
第
３
号
（
第
４
条
関
係
）

事 知 県 馬 群

日 月 年 （
表
）

る す 定 指

に

（
財 化 文 俗 民 形 有 要 重 定 指 県 馬 群

）

財 化 文 要 重 定 指 県 馬 群 き づ 基 に 例 条 護 保 財 化 文 県 馬 群 を 右

（

徴 特 の 他 の そ 法 寸 び 及 状 形 造 構

）

（

数 員

）（

称 名

）

印 り 割

書 定 指

（

財 化 文 俗 民 形 有 要 重 定 指 県 馬 群

）

財 化 文 要 重 定 指 県 馬 群

号 番 号 記
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い さ だ く て し 付 返 を 書 定 指 の こ は き と た れ さ 除 解 が 定 指 三。 、

い さ だ く て し 付 添 を 書 定 指 の こ は き と る す。 、

出 提 を

（

る 限 に 更 変 る 係 に 者 有 所

）

届 更 変 等 名 氏 者 有 所 ・ 届 更 変 所 場 在 所 ・ 届 更 変 者 有 所 二。

い さ だ く て し 管 保 に 切 大 う よ い な し ど な 損 毀 失 亡 は 書 定 指 一。 、

考 備

（
裏
）

日 月 年 更 変 所 場 の 在 所 所 住 の 者 有 所 者 有 所

日 月 年 は 又 付 交 再 ・ 付 交 所 場 の 在 所 所 住 の 者 有 所 者 有 所

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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別記様式第４号（第５条、第１５条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
申請者

氏 名 印

指定書等再交付申請書

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財）の指定書（又は群馬県指定重要無

形文化財の認定書）を亡失した（盗み取られた・滅失した・毀損した）ので、再交付を申請します。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書（認定書）の記号番号

３ 亡失等の年月日

４ 亡失等の理由及び状況

５ その他参考となる事項

添付書類

事実を証するに足りる文書又は毀損した指定書（認定書）

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）



44

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第５号（第６条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

管理責任者選任等届

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財、群馬県指定史跡、群馬県指定名

勝、群馬県指定天然記念物）の管理責任者を選任（解任）したので届け出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所在の場所

４ 管理責任者の氏名、住所、職業及び年齢

５ 選任（解任）の年月日

６ 選任（解任）の理由

７ その他参考となる事項

添付書類

選任の場合は、選任された者の承諾書
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第６号（第７条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

所有者変更届

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財・群馬県指定史跡・群馬県指定名勝

・群馬県指定天然記念物）の所有者が変更したので届け出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所在の場所

４ 旧所有者の氏名又は名称及び住所

５ 変更の年月日

６ 変更の理由

７ その他参考となる事項

添付書類

指定書
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第７号（第７条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

所有者氏名等変更届

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定有形民俗文化財・群馬県指定史跡・群馬県指定名勝・群

馬県指定天然記念物）の所有者（管理責任者）の氏名（名称・住所）に変更があったので、届け出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所在の場所

４ 変更内容

変更前

変更後

５ 変更の年月日

６ 変更の理由

７ その他参考となる事項

添付書類

指定書
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第８号（第８条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

滅失等届

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財・群馬県指定史跡・群馬県指定名勝

・群馬県指定天然記念物）を滅失した（毀損した・亡失した・盗み取られた）ので、届け出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所在の場所

４ 所有者の氏名又は名称及び住所

５ 滅失等の事実を知った年月日

６ 滅失等の事実が生じた日時及び場所

７ 滅失等の事実が生じた当時における管理の状況

８ 滅失等の原因並びに毀損の場合は、その箇所及び程度

９ その他参考となる事項
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第９号（第９条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

所在場所変更届

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財）の所在の場所を変更したい（変更

した）ので、届け出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 変更内容

変更前の所在の場所

変更後の所在の場所

４ 変更予定（変更）の年月日

５ 変更の理由

６ 現所在に戻す期日が明らかなときは、その予定年月日

７ その他参考となる事項

添付書類

指定書
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１０号（第１１条関係）

年 月 日
群馬県知事 あて

住 所
申請者

氏 名 印

現状変更等許可申請書

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定史跡・群馬県指定名勝・群馬県指定天然記念物）の現状
変更（保存に影響を及ぼす行為）をしたいので、申請します。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所在の場所

４ 所有者の氏名又は名称及び住所

５ 占有者の氏名又は名称及び住所

６ 管理責任者の氏名又は名称及び住所

７ 現状変更等を必要とする理由

８ 現状変更等の内容及び実施方法

９ 現状変更等の着手及び終了の予定時期

10 現状変更等に係る工事施行者の氏名及び住所

11 その他参考となる事項

添付書類
１ 現状変更等に係る設計仕様書及び設計図
２ 現状変更等をしようとする箇所の見取図又はその地域の地番及び地ぼうを表示した実測図
３ 現状変更等をしようとする箇所又は地域の写真（キャビネ版）
４ 申請者が所有者でない場合は、所有者の承諾書（管理責任者が選任されている場合にあっては、管理責
任者の承諾書）

５ 所有者と権限に基づく占有者が異なる場合で申請者が当該占有者以外の者であるときは、その占有者の
承諾書

６ 管理団体がある場合には、当該管理団体の意見書
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１１号（第１１条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

現状変更等終了届

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定史跡・群馬県指定名勝・群馬県指定天然記念物）の現状

変更（保存に影響を及ぼす行為）を終了したので、届け出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所在の場所

４ 現状変更等の内容

５ 現状変更等の許可年月日

６ 施行時期

７ その他参考となる事項

添付書類

現状変更等の結果を示す写真（キャビネ版）又は見取図
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１２号（第１３条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

修理届

次のとおり群馬県指定重要文化財（群馬県指定重要有形民俗文化財・群馬県指定史跡・群馬県指定名勝

・群馬県指定天然記念物）の修理をしたいので、届け出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所有者の氏名又は名称及び住所

４ 管理責任者がある場合は、その氏名又は名称及び住所

５ 修理を必要とする理由

６ 修理の内容及び方法

７ 修理のため所在の場所を変更する必要があるときは、その移動先の場所と移動している期間

８ 修理の着手及び終了の予定時期

９ 修理施行者の氏名及び住所

10 その他参考となる事項

添付書類

１ 修理に係る設計仕様書及び設計図

２ 修理をしようとする箇所の写真（キャビネ版）又は見取図
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１３号（第１４条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
申請者

氏 名 印

群馬県指定重要無形文化財指定（群馬県指定重要無形民俗文化財指定・群馬県選定保存技術選定）申請書

次のとおり群馬県指定重要無形文化財の指定（群馬県指定重要無形民俗文化財の指定・群馬県選定保存

技術の選定）を受けたいので、申請します。

１ 名称

２ 所在の場所

３ 保持者の氏名、生年月日及び芸名又は雅号

４ 保持（保存）団体の名称、代表者の氏名及び所在地

５ 由来及び沿革

６ 技芸等の内容

７ 使用する道具の概要

８ その他参考となる事項

添付書類

１ 無形文化財、無形民俗文化財又は文化財の保存技術等の最近の実情を示す写真（キャビネ版）及び文献

その他参考となる資料

２ 無形文化財又は文化財の保存技術を保持する者又は団体の経歴及び沿革

３ 団体の場合は、その団体の構成員の氏名、住所、生年月日、性別及び芸名又は雅号を記載した構成員名

簿
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
別
記
様
式
第
１
４
号
（
第
１
５
条
関
係

事 知 県 馬 群 ）

日 月 年

（
表

す ま し 定 認 て し と

（

体 団 存 保 体 団 持 保

）

者 持 保 の ）、

（

術 技 存 保 定 選 県 馬 群

）

財 化 文 形 無 要 重 定 指 県 馬 群 き づ 基 に 例 条 護 保 財 化 文 県 馬 群 を 右

（

日 月 年 生

）

（

等 号 雅 名 芸

）

（

殿 名 体 団 ・ 名 氏

）

印 り 割

書 定 認
号 番 号 記
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

い さ だ く。

て し 付 返 を 書 定 認 の こ は き と た し 散 解 が 体 団 存 保 ・ 体 団 持 保 は 又 き と た れ さ 除 解 が 定 認 三、

い さ だ く て し 付 添 を 書 定 認 の こ は き と る す 出 提 を。 、

届 更 変 等 称 名 体 団 持 保

（

く 除 を 合 場 る よ に 障 故 の 身 心 は 又 亡 死

）

届 更 変 等 名 氏 者 持 保 二、 。
い さ だ く て し 管 保 に 切 大 う よ い な し ど な 損 毀 失 亡 は 書 定 認 一。 、

考 備

（
裏

日 月 年 更 変 地 在 所 は 又 所 住 称 名 は 又 名 氏 ）

地 在

日 月 年 付 交 再 は 又 付 交

所 の 所 務 事 の 体 団 存 保 は く し 若 体 団 持 保 は 又 所 住 の 者 持 保

件 要 の 定 認
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１５号（第１７条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

保持者氏名等変更届

次のとおり群馬県指定重要無形文化財（群馬県選定保存技術）の保持者の氏名（住所・芸名・雅号）に

変更があった（保持者が死亡した・保持者が心身の故障を生じた）ので、届け出ます。

１ 名称

２ 認定年月日及び認定書の記号番号

３ 変更内容

変更前氏名（住所・芸名・雅号）

変更後氏名（住所・芸名・雅号）

※死亡の場合

３ 死亡した保持者の氏名及び住所

※心身の故障の場合

３ 心身の故障を生じた保持者の氏名、住所及び故障の程度

４ 変更（死亡・発生）の年月日

５ その他参考となる事項

添付書類

認定書（ただし、死亡又は心身の故障による届出の場合は除く。）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１６号（第１７条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

事務所の所在地
届出者

名称及び代表者氏名 印

保持団体名称等変更届

次のとおり群馬県指定重要無形文化財（群馬県選定保存技術）の保持（保存）団体の名称（事務所の所

在地・代表者・構成員）に変更があった（が解散した）ので、届け出ます。

１ 名称

２ 認定年月日及び認定書の記号番号

３ 名称又は事務所の所在地の変更の場合

変更前名称（事務所の所在地）

変更後名称（事務所の所在地）

４ 代表者の変更又は構成員の異動の場合

旧代表者又は構成員の氏名及び住所

新代表者又は構成員の氏名、住所及び経歴

５ 解散の場合

保持（保存）団体の名称及び事務所の所在地

６ 変更（解散）の年月日

７ 変更（解散）の理由

添付書類

１ 認定書（ただし、構成員の異動の場合は除く。）

２ 構成員の異動の場合は、新構成員の芸名又は雅号、性別及び生年月日を記載した書類
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１７号（第１８条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

現状変更届

次のとおり群馬県指定重要有形民俗文化財の現状変更（保存に影響を及ぼす行為）をしたいので、届け

出ます。

１ 名称及び員数

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 所有者の氏名又は名称及び住所

４ 管理責任者がある場合は、その氏名又は名称及び住所

５ 現状変更等を必要とする理由

６ 現状変更等の内容及び方法

７ 現状変更等の着手及び終了の予定時期

８ その他参考となる事項

添付書類

１ 現状変更等に係る設計仕様書及び設計図

２ 現状変更等をしようとする箇所の写真（キャビネ版）

３ 届出者が所有者（占有者）以外である場合は、所有者及び占有者の承諾書
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１８号（第２０条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
申請者

氏 名 印

群馬県指定史跡名勝天然記念物指定申請書

次のとおり群馬県指定史跡（群馬県指定名勝・群馬県指定天然記念物）の指定を受けたいので、申請し

ます。

１ 名称

２ 所在地及び面積又は員数

３ 所在地の所有関係の概要

４ 沿革及び内容

５ 現状及び現在までの保存の経緯

６ その他参考となる事項

添付書類

１ 記念物の最近の写真（キャビネ版）

２ 位置図

３ 所在する土地の所在、地番、地積並びに占有者の住所及び氏名又は名称並びに法人にあってはその代表

者氏名を記載した書類

４ 所在する土地の登記所に備えられた地図の写し

５ 所在する土地の登記事項証明書

６ 所有者及び権限に基づく占有者の同意書

７ その他参考となる資料
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第１９号（第２２条関係）

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
届出者

氏 名 印

土地の所在等異動届

次のとおり群馬県指定史跡（群馬県指定名勝・群馬県指定天然記念物）の所在（地番・地目・地積）に

異動があったので、届け出ます。

１ 名称

２ 指定年月日及び指定書の記号番号

３ 異動等の理由

４ その他参考となる事項

５ 異動明細

異 動 前 異 動 後
異 動 年 月 日

所在 地番 地目 地積 所 有 者 所在 地番 地目 所 有 者

添付書類

地番及び地積の異動が分筆による場合は、当該土地に係る登記事項証明書及び登記所に備えられた地図の写

し
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２０号（第２７条関係）

第 号

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所
申請者

氏 名 印

文化財の（譲与・譲渡）申請書

下記のとおり文化財の（譲与・譲渡）を受けたいので、申請します。

記

１ 譲与又は譲渡申請文化財

(１) 品名及び数量

(２) 発見の場所、遺跡名及び発見の年月日

発見の場所

遺跡名 遺跡

発見年月日 年 月 日

(３) 発見者の氏名及び住所

(４) 発見された土地の所有者の氏名及び住所

(５) 文化財として認定された年月日

年 月 日

２ 譲与又は譲渡申請の理由

３ 譲与又は譲渡後の取扱い

(１) 譲与又は譲渡後に保管する場所、施設及び保管方法

保管場所

保管施設

保管方法

(２) 保管責任者となる者の氏名、役職及び連絡先

(３) その他参考となる事項

添付書類
１ 譲与又は譲渡を受けようとする者を証明する書類（申請者が地方公共団体又は当該出土品の発見者若し
くはその発見された土地の所有者の場合を除く。）

２ 土地の所有者の出土品の保存又は活用についての了解書
３ 文化財保護法第１０１条の規定による警察署長の埋蔵文化財提出書（別記様式第２４号）の写し
４ 埋蔵文化財認定書（別記様式第２５号）の写し
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２１号（第２８条関係）

（表）

第 号
年 月 日

群馬県知事 あて
住 所
氏名等 印

埋蔵文化財発掘調査の届出について

埋蔵文化財について発掘調査を実施したいので、文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号）第９２条
第１項、同法第１８４条第１項第６号及び文化財保護法施行令（昭和５０年政令第２６７号）第５条第１
項の規定により、下記の事項について、関係書類を添付し、別記のとおり届け出ます。

記

１ 発掘予定地の所在及び地番

２ 発掘予定地の面積

３ 発掘予定地に係る遺跡の種類、員数及び名称並びに現状

４ 発掘調査の目的

５ 発掘調査の主体となる者の氏名及び住所（国若しくは地方公共団体の機関又は法人その他の団体の場
合は、その名称及び代表者の氏名並びに事務所の所在地）

６ 発掘担当者の氏名及び住所並びに経歴

７ 発掘着手の予定時期

８ 発掘終了の予定時期

９ 出土品の処置に関する希望

10 その他参考となるべき事項

添付書類
１ 発掘予定地及びその付近の地図（周知の埋蔵文化財包蔵地における発掘の場合は、当該地図に埋蔵文化
財包蔵地の概略の範囲を記入したもの）

２ 発掘担当者が発掘調査の主体となる者以外の者であるときは、発掘担当者の発掘担当承諾書
３ 発掘予定地の所有者の承諾書
４ 発掘予定地につき権原に基づく占有者があるときは、その承諾書
５ 発掘予定地の区域において、石灰石、ドロマイト、耐火粘土、砂鉱等地表に近い部分に存する鉱物につ
き鉱業権が設定されているときは、当該鉱業権者の承諾書



62

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

（裏）

別 記
文化財保護法第９２条第１項

県文書番号 第 号・ 年 月 日

１ 所 在 地

土地所有者 氏名等： 連絡先：

２ 調 査 面 積 ㎡

散布地 集落跡 貝塚 官衙跡 社寺跡 古墳 横穴墓 その他の墓
３ 遺跡の種類

城館跡 生産遺跡 水田跡 畠跡 その他の遺跡（ ）

（県遺跡番号 ）
遺跡の名称 員 数

（市町村遺跡番号 ）

遺跡の現状 宅地 水田 畑地 山林 道路 荒蕪地 原野 その他（ ）

遺跡の時代 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世 その他（ ）

学術研究（ ） 遺跡整備
保存目的のための範囲確認調査 自然崩壊

道路 鉄道 空港 河川 港湾 ダム 学校建設 集合住宅
個人住宅 工場 店舗 個人住宅兼工場又は店舗
その他建物（ ） 宅地造成 土地区画整理

４ 調査の目的 開発事業に伴う
公園造成 ゴルフ場 観光開発
ガス・電気・水道等 農業基盤整備事業（農道等を含む。）
その他の農業関係事業 土砂採取 その他開発（ ）

備考：

住 所：
５ 調 査 主 体

氏名等：

住 所：

６ 発 掘 担 当 氏名等：

経 歴：

７ 着手予定時期 年 月 日 ８ 終了予定時期 年 月 日

９ 出土品処置

10 参 考 事 項

指 示 事 項

注１ 届出者は、太線内に記入すること。
２ 遺跡の種類・現状・時代及び調査の目的欄は、該当項目を○で囲み、該当項目のない場合は
（ ）内に記入すること。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２２号（第２８条関係）

（表）

第 号
年 月 日

群馬県知事 あて
住 所
氏名等 印

埋蔵文化財発掘の（届出・通知）について

周知の埋蔵文化財包蔵地において土木工事等のための発掘を実施したいので、文化財保護法（昭和２５
年法律第２１４号）（第９３条第１項・第９４条第１項）、同法第１８４条第１項第６号及び文化財保護
法施行令（昭和５０年政令第２６７号）第５条（第１項第５号・第２項）の規定により、下記の事項につ
いて、関係書類を添付し、別記のとおり（届出・通知）します。

記

１ 土木工事等をしようとする土地の所在及び地番

２ 土木工事等をしようとする土地の面積

３ 土木工事等をしようとする土地の所有者の氏名又は名称及び住所

４ 土木工事等をしようとする土地に係る遺跡の種類、員数及び名称並びに現状

５ 当該土木工事等の目的、計画及び方法の概要

６ 当該土木工事等の主体となる者（当該土木工事等が請負契約等によりなされるときは、契約の両当事
者）の氏名及び住所（法人その他の団体の場合は、その名称及び代表者の氏名並びに事務所の所在地）

７ 当該土木工事等の施行担当責任者の氏名及び住所

８ 当該土木工事等の着手の予定時期

９ 当該土木工事等の終了の予定時期

10 その他参考となるべき事項

添付書類

土木工事等をしようとする土地及びその付近の地図並びに当該土木工事等の概要を示す書類及び図面
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

（裏）

別 記
文化財保護法第９３条第１項・第９４条第１項 （○で囲むこと。）

県文書番号 第 号・ 年 月 日

１ 所 在 地

２ 調 査 面 積 ㎡

住 所：
３ 土地所有者

氏名等：

４ 遺跡の種類 散布地 集落跡 貝塚 官衙跡 社寺跡 古墳 横穴墓 その他の墓
城館跡 生産遺跡 水田跡 畠跡 その他の遺跡（ ）

（県遺跡番号 ）
遺跡の名称 員 数

（市町村遺跡番号 ）

遺跡の現状 宅地 水田 畑地 山林 道路 荒蕪地 原野 その他（ ）

遺跡の時代 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世 その他（ ）

道路 鉄道 空港 河川 港湾 ダム 学校建設 集合住宅 個人住宅 工場
店舗 個人住宅兼工場又は店舗 その他建物（ ） 宅地造成

５ 工事の目的 土地区画整理 公園造成 ゴルフ場 観光開発 ガス・電気・水道等
農業基盤整備事業（農道等を含む。） その他の農業関係事業 土砂採取
その他開発（ ）

工事の概要

住 所：
６ 工事主体者

氏名等：

住 所：
７ 施工責任者

氏名等：

８ 着手予定時期 年 月 日 ９ 終了予定時期 年 月 日

10 参 考 事 項

指 示 事 項 発掘調査 工事立会 慎重工事 その他（ ）

注１ 届出者・通知者は、太線内に記入すること。
２ 遺跡の種類・現状・時代及び工事の目的欄は、該当項目を○で囲み、該当項目のない場合は
（ ）内に記入すること。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２３号（第２８条関係）

（表）

第 号

年 月 日

群馬県知事 あて

住 所

氏名等 印

遺跡発見の（届出・通知）について

遺跡と認められるものを発見したので、文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号）（第９６条第１項

・第９７条第１項）、同法第１８４条第１項第６号及び文化財保護法施行令（昭和５０年政令第２６７

号）第５条（第１項第５号・第２項）の規定により、下記の事項について、関係書類を添付し、別記のと

おり（届出・通知）します。

記

１ 遺跡の種類

２ 遺跡の所在及び地番

３ 遺跡の所在する土地の所有者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名

４ 遺跡の所在する土地の占有者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名

５ 遺跡の発見年月日

６ 遺跡を発見するに至った事情

７ 遺跡の現状

８ 遺跡の現状を変更する必要があるときは、その時期及び理由

９ 出土品があるときは、その種類、形状及び数量

10 遺跡の保護のためにとった、又はとろうとする措置

11 その他参考となるべき事項

添付書類

遺跡が発見された土地及びその付近の地図並びに土木工事等により遺跡の現状を変更する必要があるときは、

当該土木工事等の概要を示す書類及び図面



66

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

（裏）

別 記
文化財保護法第９６条第１項・第９７条第１項 （○で囲むこと。）

県文書番号 第 号・ 年 月 日

１ 遺跡の種類 散布地 集落跡 貝塚 官衙跡 社寺跡 古墳 横穴墓 その他の墓
城館跡 生産遺跡 水田跡 畠跡 その他の遺跡（ ）

遺跡の時代 旧石器 縄文 弥生 古墳 奈良 平安 中世 近世 その他（ ）

２ 所 在 地

住 所：
３ 土地所有者

氏名等：

住 所：
４ 土地占有者

氏名等：

５ 発見年月日 年 月 日

６ 発見の事情

７ 現 状 宅地 水田 畑地 山林 道路 荒蕪地 原野 その他（ ）

時 期： 年 月 日 ～ 年 月 日
８ 現状の変更

理 由：

（種類・形状・数量）
９ 出 土 品

10 保 護 措 置

11 参 考 事 項 開 発 等 面 積 ㎡

指 示 事 項 発掘調査 工事立会 慎重工事 その他（ ）

注１ 届出者・通知者は、太線内に記入すること。
２ 遺跡の種類、時代及び現状欄は、該当項目を○で囲み、該当項目のない場合は（ ）内に記入す
ること。
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２４号（第２９条関係）

第 号

年 月 日

群馬県知事 あて

警察署長 印

埋蔵文化財提出書

次の物件は、埋蔵文化財と認められるので、現品（保管証）を添えて文化財保護法（昭和２５年法律第

２１４号）第１０１条の規定により提出します。

発見者の住所、氏名、
物 件 の 名 称 及 び 種 別 数 量

生年月日及び職業

発見した土地又は家屋

等の所有権者の住所、

氏名、生年月日及び職

業

発 見 の 年 月 日

発 見 の 場 所

発 見 の 原 因

発見した土地又は家屋

等の所有権を取得した

年月日

備 考
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２５号（第２９条関係）

（その１）

第 号

年 月 日

警察署長 様

群馬県知事

埋蔵物の文化財認定について

年 月 日付 第 号で提出された下記物件は、鑑査の結果文化財と認定しま

したので、文化財保護法（昭和２５年法律第２１４号）第１０２条第２項の規定により通知します。

記

発 見 者

土 地 所 有 者

発 見 年 月 日

発 見 の 場 所

物 件 の 名 称 及 び 数 量
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

（その２）

第 号

年 月 日

発見者 様

群馬県知事

埋蔵物の文化財認定及び当該文化財の帰属について（通知）

年 月 日に 警察署長に届け出た下記所在遺跡に係る埋蔵物は、文化財と認定さ

れました。

このことにより、当該埋蔵物は、 年 月 日までに所有者が判明しない場合は、文化財保護法

（昭和２５年法律第２１４号）第１０５条第１項の規定により群馬県に帰属します。また、文化財の所有

者が判明した場合は、文化財保護法第１０３条の規定により当該警察署長に引き渡します。

いずれの場合も、遺失物法（平成１８年法律第７３号）及び文化財保護法の規定により処置され、改め

て通知しませんのであらかじめ御承知おきください。

記

所在遺跡
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

（その３）

第 号

年 月 日

土地所有者 様

群馬県知事

埋蔵物の文化財認定及び当該文化財の帰属について（通知）

年 月 日付 第 号で（届出・通知）のあった土木工事等における発掘調

査により出土した下記所在遺跡に係る埋蔵物は、文化財と認定されました。

このことにより、当該埋蔵物は、 年 月 日までに所有者が判明しない場合は、文化財保護法

（昭和２５年法律第２１４号）第１０５条第１項の規定により群馬県に帰属します。また、文化財の所有

者が判明した場合は、文化財保護法第１０３条の規定により当該警察署長に引き渡します。

いずれの場合も、遺失物法（平成１８年法律第７３号）及び文化財保護法の規定により処置され、改め

て通知しませんのであらかじめ御承知おきください。

記

所在遺跡
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群
馬
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
六
号

群
馬
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
文
化
財
保
護
審
議
会
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
群
馬
県
条
例
第
八

号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
群
馬
県
文
化
財
保
護
審
議
会
（
以
下
「
審

議
会
」
と
い
う
。
）
の
専
門
部
会
の
設
置
及
び
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

（
専
門
部
会
）

第
二
条

審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
専
門
部
会
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
専
門
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

専

門

部

会

の

名

称

担

任

す

る

事

項

建
造
物
専
門
部
会

建
造
物
で
あ
る
有
形
文
化
財
に
関
す
る
事
項

絵
画
、
彫
刻
又
は
工
芸
品
で
あ
る
有
形
文
化
財

美
術
工
芸
専
門
部
会

に
関
す
る
事
項

書
籍
、
典
籍
、
古
文
書
そ
の
他
の
有
形
文
化
財

に
関
す
る
事
項
（
建
造
物
専
門
部
会
及
び
美
術

歴
史
資
料
専
門
部
会

工
芸
専
門
部
会
で
担
任
す
る
事
項
並
び
に
考
古

資
料
を
除
く
。
）

無
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
及
び
文
化
財
の
保

無
形
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
専
門
部
会

存
技
術
に
関
す
る
事
項

史
跡
、
考
古
資
料
及
び
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る

史
跡
・
考
古
専
門
部
会

事
項

名
勝
・
天
然
記
念
物
専
門
部
会

名
勝
及
び
天
然
記
念
物
に
関
す
る
事
項

（
専
門
部
会
の
意
見
の
聴
取
等
）

第
三
条

審
議
会
は
、
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
知
事
に
建
議
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
事
項
に
関
係
の
あ
る
専
門
部
会
の
意
見
を
聴
い
て
審
議
す
る

も
の
と
す
る
。

２

専
門
部
会
は
、
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
会
に
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
の
公
開
）

第
四
条

審
議
会
の
会
議
は
、
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
審
理
の
内
容
が
次
に
掲
げ
る
事
項
の
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

群
馬
県
指
定
重
要
文
化
財
の
指
定
又
は
そ
の
指
定
の
解
除
に
関
す
る
こ
と
。

二

群
馬
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
又
は
そ
の
指
定
の
解
除
に
関
す
る
こ
と
。

三

群
馬
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
若
し
く
は
保
持
団
体
の
認
定
又
は
そ
の
認
定
の
解

除
に
関
す
る
こ
と
。

四

群
馬
県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
若
し
く
は
群
馬
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定

又
は
そ
の
指
定
の
解
除
に
関
す
る
こ
と
。

五

群
馬
県
指
定
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
指
定
又
は
そ
の
指
定
の
解
除
に
関
す
る
こ
と
。

六

群
馬
県
選
定
保
存
技
術
の
選
定
又
は
そ
の
選
定
の
解
除
に
関
す
る
こ
と
。

七

群
馬
県
選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
若
し
く
は
保
持
団
体
の
認
定
又
は
そ
の
認
定
の
解
除
に
関

す
る
こ
と
。

八

そ
の
他
審
議
会
の
議
決
に
よ
り
そ
の
都
度
指
定
し
た
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

（
委
任
）

第
五
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
審
議
会
に

諮
っ
て
会
長
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。令

和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
七
号

群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
五
十
五
年
群
馬
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
管
理
の
委
託
）

第
二
条

条
例
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
。
）
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

（
以
下
「
法
人
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

（
考
古
資
料
等
の
貸
付
け
）

第
三
条

セ
ン
タ
ー
の
保
管
に
係
る
考
古
資
料
及
び
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
研
究
資
料
（
以
下
「
考
古

資
料
等
」
と
い
う
。
）
は
、
群
馬
県
立
教
育
機
関
、
国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
等
に
お
い
て
文

化
的
活
用
の
た
め
の
公
開
の
用
又
は
教
育
の
用
に
供
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
貸
付
け
申
請
及
び
承
認
）

第
四
条

考
古
資
料
等
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
考
古
資
料
等
貸
付
承
認
申
請
書
（
別

記
様
式
第
一
号
）
正
副
二
通
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
考
古
資
料
等
貸
付
承
認
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、

こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

考
古
資
料
等
の
貸
付
け
の
承
認
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
考
古
資
料
等
貸
付
承

認
申
請
書
の
副
本
に
承
認
印
（
別
記
様
式
第
二
号
）
を
押
し
、
こ
れ
を
考
古
資
料
等
の
貸
付
け
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
管
理
に
関
す
る
指
示
等
）

第
五
条

知
事
は
、
貸
付
け
に
係
る
考
古
資
料
等
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
示
を
す
る
と
と
も
に
、

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
管
理
に
つ
い
て
指
揮
監
督
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
承
認
の
取
消
し
）

第
六
条

知
事
は
、
考
古
資
料
等
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

当
該
貸
付
け
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

考
古
資
料
等
を
毀
損
し
た
と
き
。

二

貸
付
目
的
外
の
用
に
供
し
た
と
き
。

三

管
理
に
関
す
る
指
示
等
に
従
わ
な
い
と
き
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
が
自
己
の
用
に
供
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、

当
該
貸
付
け
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
損
害
賠
償
）

第
七
条

貸
付
け
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
に
よ
り
、
考
古
資
料
等
を
毀
損
又

は
滅
失
し
た
と
き
は
、
知
事
の
指
示
に
従
い
、
そ
の
負
担
に
お
い
て
こ
れ
を
賠
償
し
、
又
は
修
復

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
考
古
資
料
等
の
利
用
）

第
八
条

考
古
資
料
等
は
、
学
術
研
究
等
の
た
め
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
セ
ン
タ
ー
内
に

限
っ
て
、
こ
れ
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
利
用
の
申
請
及
び
承
認
）

第
九
条

考
古
資
料
等
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
考
古
資
料
等
利
用
承
認
申
請
書
（
別
記
様
式

第
三
号
）
正
副
二
通
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
考
古
資
料
等
利
用
承
認
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、

こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

考
古
資
料
等
の
利
用
の
承
認
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
考
古
資
料
等
利
用
承
認

申
請
書
の
副
本
に
承
認
印
を
押
し
、
こ
れ
を
考
古
資
料
等
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
準
用
規
定
）

第
十
条

考
古
資
料
等
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
考
古
資
料
の
保
管
委
託
）

第
十
一
条

県
内
の
市
町
村
の
所
有
又
は
保
管
に
係
る
考
古
資
料
に
つ
い
て
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
市
町
村
教
育
委
員
会
（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
長
が
文
化
財

の
保
護
に
関
す
る
事
務
を
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

長
。
以
下
同
じ
。
）
の
申
出
に
よ
り
、
そ
の
保
管
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

考
古
資
料
を
保
管
委
託
し
よ
う
と
す
る
市
町
村
教
育
委
員
会
は
、
保
管
委
託
申
込
書
（
別
記
様

式
第
四
号
）
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
承
認
を
し
た
と
き
は
、
現
品
の
搬
入
と
引
換
え
に
、
保
管
受
託
書
（
別
記
様

式
第
五
号
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
受
託
考
古
資
料
の
取
扱
い
）

第
十
二
条

保
管
の
委
託
を
受
け
た
考
古
資
料
（
以
下
「
受
託
考
古
資
料
」
と
い
う
。
）
は
、
セ
ン

タ
ー
の
保
管
に
係
る
考
古
資
料
と
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２

受
託
考
古
資
料
は
、
委
託
市
町
村
教
育
委
員
会
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
セ
ン
タ
ー
に
や

む
を
得
な
い
理
由
が
生
じ
た
と
き
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

（
受
託
考
古
資
料
の
免
責
）

第
十
三
条

天
災
地
変
そ
の
他
不
慮
の
事
情
に
よ
る
受
託
考
古
資
料
の
損
害
に
対
し
て
は
、
そ
の
責

め
を
負
わ
な
い
。

（
補
則
）

第
十
四
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事

の
承
認
を
得
て
法
人
の
理
事
長
が
定
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
令
和
二
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号
）
に
よ
る

廃
止
前
の
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭

和
五
十
五
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
規
定
に
よ
り
教
育
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申

請
そ
の
他
の
行
為
又
は
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
教
育
長
が
し
た
承
認
そ

の
他
の
行
為
で
、
同
日
以
後
は
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
又
は
知
事
が
し
た
承
認
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
し

て
、
こ
の
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
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別記様式第１号（規格Ａ４）（第４条関係）

考古資料等貸付承認申請書

年 月 日

群馬県知事 あて

申請者 住 所

団 体 名

代表者氏名 印

電 話 番 号

次のとおり、考古資料等を借り受けたいので、承認してください。

物 件 名

使 用 目 的

貸 付 希 望 期 間 年 月 日 か ら 年 月 日 ま で

貸付けを受けた後の所在場所

申 請 の 理 由

そ の 他 参 考 と な る 事 項

※

承

認

条

件

承 注 ※印欄には、記入しないでください。

認

印

欄

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第２号（第４条、第９条関係）

承 認

年 月 日 ３センチメートル

群馬県埋蔵文化財

調査センター
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第３号（規格Ａ４）（第９条関係）

考古資料等利用承認申請書

年 月 日

群馬県知事 あて

申請者 住 所

氏 名 印

電 話 番 号

次のとおり、考古資料等を利用したいので、承認してください。

物 件 名

利 用 目 的

年 月 日 時 分 か ら
利 用 希 望 期 間

年 月 日 時 分 ま で

申 請 の 理 由

そ の 他 参 考 と な る 事 項

※

承

認

条

件

承 注 ※印欄には、記入しないでください。

認

印

欄
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第４号（規格Ａ４）（第１１条関係）

保管委託申込書

年 月 日

群馬県知事 あて

申請者 住 所

団 体 名

代表者氏名 印

電 話 番 号

次のとおり、考古資料を保管してください。

物 件 名 数 量 特 記 事 項

保 管 希 望 期 間 年 月 日 か ら 年 月 日 ま で

条 件
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令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）

別記様式第５号（規格Ａ４）（第１１条関係）

保管受託書

年 月 日

様

群馬県知事 印

次のとおり、考古資料を確かに預かりました。

物 件 名 数 量 特 記 事 項

保 管 希 望 期 間 年 月 日 か ら 年 月 日 ま で

条 件
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群
馬
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
八
号

群
馬
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
銃
砲
刀
剣
類
登
録
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第
一

号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
任
命
す
る
群
馬
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
（
以
下
「
登
録
審
査

委
員
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
審
査
委
員
）

第
二
条

登
録
審
査
委
員
は
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
知
事
が

任
命
す
る
。

２

登
録
審
査
委
員
は
、
五
人
以
内
と
す
る
。

３

登
録
審
査
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
登
録
審
査
委
員
の
任
期
は
、
前

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

４

登
録
審
査
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

登
録
審
査
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
群
馬
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
委
員
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
令

和
二
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
二
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
群
馬
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審

査
委
員
規
則
（
平
成
十
二
年
群
馬
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
群
馬
県
教
育
委
員
会
が
任
命
し
た
登
録
審
査
委
員
で
同
日
に
お
い
て
任
期
を
満
了
し
て
い
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
任
命
し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
委
員
の
任
期
は
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
と
す
る
。

令和２年３月３１日（火） 群 馬 県 報 号 外 （第１０号）
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